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構成的グループエンカウンターやソーシャルスキルトレーニングを通して、自信や自己有用感を

高めたり、他者とのコミュニケーションに必要な具体的なスキルを学んだりすることによって、

適切なかかわり方ができるようにする。

みんなひとりで

行動することが多い。

身体に触ったり、しつこく

働きかけたりする。

友達 と のか か わり が少な い 不 適 切 な か か わ り を し て し ま う

研 究 の ね ら い

手だて

LHRの時間に構成的グループエンカウンターを行い、友達や集団の意識を高める。

生活単元学習にソーシャルスキルトレーニングを取り入れ、活動の中で具体的な

かかわり方を体験する。

できたことは

ほめ、困っている

ときはヒントを

与えて支援

しました。

一緒に

やろうよ！ いいよ。

＊活動例＊

◇友達を誘って一緒に

活動するための言葉と

ルールを実践する。

ワ ー ク シ ー ト で 学 ん だ あ と 、

実際に活動の中でやりとり

できるようにしました 。

成 果 と 課 題

☆生徒間でのかかわりが増えた。
（右図の赤矢印）
☆２つの手法を並行して行ったこ
とにより、「友達にかかわろうと
いう気持ち」と「かかわるときの
具体的な知識・技能」の両面を伸
ばすことができた。
★学習した知識・技能を日常生活
で生かせるような工夫が必要。
★グループエンカウンターとソー
シャルスキルトレーニングをどの
ように関連づけて行うか。

☆ → 成 果 ★ → 課 題

図 生徒間のかかわりの変化


